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＜要旨＞ 

プロジェクトの目的： 

漢字文化圏、日本・中国・韓国・ベトナム、各言語の漢字語の音韻的類似性

を研究・学習するウェブシステム開発することを目的とする。システム構築は

可能な限り，クライアント技術だけとした。 

 

実施内容・手法 

以下のような事柄を実施した。 

・漢字語（日中韓越の各語および広東語）でのデータベースを作成 

・各言語においての語彙（熟語）及び意味の表示 

・各言語の文字表示でのソート機能 

・各列で一意の条件検索による表示 

・類似する発音（各言語）でのフィルタリング機能、 

・各言語での音声再生機能の実装 

 

結果・成果・結論 

 以下のような成果物ができた。 

・アプリケーションのインタフェースについては、表示列の任意選択 

の機能、メニューの表示・非表示の機能、スマートフォン・タブレット 

からの閲覧・操作にも対応したものになっている。 

・データベースを利用して各言語で漢字語の発音が同じ場合に、規則性 

の確認を行いつつ、各言語の語句をまとめて学習する事が可能である。 

・データベースにおいて、音声再生は外部サーバーを利用するが、 

 それ以外については、オフラインでの動作が可能である。 

 

以下のウェブサイトで閲覧できる。 

http://www.openesa.xyz 
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第1章 は じ め に 

1.1 プロジェクトの目的 

 外国語を勉強するのが難しい。例えばベトナム人にとってはローマ字アルフ

ァベットを使っているので漢字を勉強するのが大変である。昔から漢字に基づ

いてベトナム人は漢越と言うものが使われてきた。現在は字がローマ字に変わ

り，漢越の字はなくなったが，漢越の発音はまだ残っているものをローマ字で

書いている。そこで，漢越発音の勉強をすればベトナム人にとっては漢字が覚

えやすくなるだろうと考えた。しかし，ベトナム語漢字語の音韻的類似性に関

する研究はまだ少なく，漢字語の音韻的類似性を調べる辞書やアプリケーショ

ンはまだない。 

本プロジェクトの目的は漢字語研究者及びそれに興味を持っている人のため

に，日中韓越の漢字語の音韻的類似性を研究・学習するウェブシステムを開発

することである。 

 開発内容は以下のとおりである。漢字文化圏，日本・中国・韓国・ベトナム，

各言語の漢字語の音韻的類似性を研究・学習するウェブシステム開発する。 

・ウェブシステムの開発によって，システム構築の実践力向上につなげる。 

・漢字音単体のデータベースはすでに指導教員がつくったものを活用するが  

データベースを表示する部分をウェブアプリケーションに対応させる 

・漢字音を日本・中国・韓国・ベトナム，各言語から同音のものを中心に検索

して漢字語の音韻的類似性を研究・学習する。 

・各言語において単漢字の発音を合成できるようにする。 

・さらに漢字の語彙を学習できるようにする。 

 

1.2 役割分担 

 本システムの開発においては，ベトナム語のデータベース，韓国語のデータ

ベース，データベースシステム(DBMS)の開発が必要であった。役割分担として，

DO PHI TRUONG はベトナム語データベースの作成を担当する。山崎恭司は韓国

語データベースの作成を担当する。陳守誠は漢字データベースシステム(DBMS)

の作成を担当する。 

本プロジェクトの指導教員である江見准教授は，2013年に論文「現代日本漢

字音を中国語，韓国語と歴史的仮名遣いから理解するためのデータベースと電

子教材の作成」を発表した。しかし，ウェブ技術の激しい変化のため，現時点

ではすでに稼働不能となった。これは本プロジェクトが実行された理由の１つ

である。 

 本プロジェクトの成果物である「日中韓越漢字システム」に搭載されている

メイン漢字データベース及びピンイン，漢字，韓国語語頭語末フィルターは江

見准教授の研究成果である。システム自体，各言語の語彙データベースは本プ

ロジェクトの成果となる。 
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第2章 漢 字 語 に つ い て 
2.1 漢字について 

漢字はそれぞれが意味を持ち , 個々が音節に対応していて、言語学用語では

形態素と呼ばれる。形態素とは意味を持つ表現要素の最小単位とされ , 意味を

持たなくなる単位まで言語を分割した , 音素としての１つ１つを指す（単語も

しくは単語の構成要素でもある）。現代中国語では単語の大部分は 2 字以上の

漢字を組み合わせたものである。 

我々の考えるところ , 中国において , 漢字は一つの文字を単位として重んじ

てきたが , 日本では言葉の意味を重んじてきたため , 音（発音）は違っても意

味が同じ言葉が存在する 

まず , 日本では一つの漢字に音読みと訓読みがあることがある。さらに , 例

として「あめふり」 , 「あまやどり」や「きりさめ」などの言葉がある。「あ

め」 , 「さめ」 , 「あま」などは「雨」という同じの意味に分類できる形態素

にあたる。中国 , 韓国では基本的に一字一音なので , このような点が日本語の

特徴の一つとして挙げられる。 

 例を理解するために , まずは母音及び子音の概念について紹介する。母音と

は呼気の流れが妨げられないで発する言語音（長く伸ばせる）である。子音と

は呼気の流れが妨げられて発する言語音（長く伸ばせない）である。他には、

渡り音・流音・鼻音・摩擦音・閉鎖音などもある。聞こえる度を尺度とし，以

下のように並べる。 

聞こえる尺度 ( 降順 )  

母音  a , e , o  

渡り音 i(y), u(w) 

流音  r , l  

鼻音  m , n , ŋ  

摩擦音 s , z , ʃ , ʒ  

閉鎖音 p , b , t , d , k , g  

 

2.2 韓国の漢字語 

2.2.1 概要 

中国語に由来するものが主となる漢字語である。それらは古来中国語に関す

るものが多いのと同時に , 現代の各漢字語間で共通するもの ( 下に例示 ) も多

くある。本プロジェクトの韓国漢字語研究及びデータベースは市吉則浩 , 兼若

逸之, 韓虎林・今井久美雄・梅田博之, 鶴見ユミの 3 冊の著作によるものであ

る。 

天下（천하）  [ チョンハ ]     「天下」 

結婚（결혼）  [ キョルホン ]    「結婚」 

愉快（유쾌）   [ ユクウェ ]     「愉快」 

學問（학문）   [ ハンムン ]     「学問」 

四面楚歌（사면초가）  [ サミョンチョガ ]  「四面楚歌」 

漁夫之利（어부지리）  [ オブヂリ ]     「漁夫の利」 
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漢字1字の漢字語の中には，固有語と同様に浸透しているものが多い。 
 

山（산） [サン ]   → 「山」 

江（강） [カン ]   → 「川」 

冊（책） [チェク]  → 「本」 

 

2.2.2 日本起源の漢字語 

近代 , 日本が支配した時代に日本から多くの語彙が朝鮮語に漢字語として取

り入れられた。日本から伝わった漢字語には数種の類型がある。 

日本独自の漢語は , 西欧から伝わった思想などの用語を訳した漢字語などが

多くある。 

      

個人（개인）     [ケイン ]      「個人」 

主權（주권）     [チュコン ]     「主権」 

義務（의무）     [ウィム ]      「義務」 

鉛筆（연필）     [ヨンピル ]     「鉛筆」 

電話（전화）     [チョンホヮ ]    「電話」 

博物館（박물관） [パンムルグヮン ]  「博物館」 

 

上のような漢字語彙は中国でも取り入れられ中国語で使われるが , 中国語で

独自に語彙が作られた場合には , 朝鮮語と日本語の間に同じものが存在するが ,

中国語との間では同じになるものはない。 

 

飛行機（비행기  ピヘンギ ] ）  飛機  フェイチ -  

汽車（기차 [キチャ ] ）   火車  ホウチャ -  

野球（야구 [ヤグ ] ）   棒球  パンチュ -  

会社（회사 [ホイサ ] ）   公司  ゴンス 

写真（사진 [サヂン ] ）   照片  チャオピェン 

 

日本では「同音の漢字による書きかえ」が規定され , 一部で日本独自の漢語

において表記変更がされた。しかし , 朝鮮語では旧漢字での表記での読みのま

まである。 

 

弘報（홍보 [ホンボ ] ）  広報  慰藉料 (위자료 [ウィザリョ])慰謝料 

刺戟（자극 [チャグク ] ） 刺激  破毁（파훼 [パフゥエ ] ）  破棄 

手帖（수첩 [スチョプ ] ） 手帳  洗滌（세척 [セチョク ] ）  洗浄 
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2.2.3 日本語における訓読み熟語 

訓読み熟語の中で朝鮮語になったものには , 重箱読み・湯桶読みも存在する 

 

建物（건물）         [コンムル ]          「建物」 

賣上（매상）         [メサン]             「売り上げ」 

船着場（선착장）     [ソンチャンチャン ]  「船着場」 

不渡（부도）         [プド ]        「不渡り」〔重箱読み〕 

待合室（대합실）     [テハプシル ]     「待合室」〔湯桶読み〕 

 

動作的な意味を表す単語は後ろに「する」に当たる接尾辞「하다」 [ハダ] 

を付け動詞化がされる。以下の例は後ろに「하다」が付けられる単語である。 

 

貸出（대출） [テチュル]  「貸し出し」  

上廻（상회） [サンフェ]  「上回ること」 

組立（조립） [チョリプ]  「組み立て」 

取扱（취급） [チュイグプ] 「取扱い」 

割引（할인） [ハリン]   「割引」 

 

意味が変わった漢字語 

生産（생산：センサン）「生産」 : 「子供を生む」⇒ 「製品を作り出す」 

放送（방송：パンソン）「放送」 : 「罪人を放す」⇒ 「 broadcasting 」 

自然（자연：チャヨン）「自然」 : 「おのずから・ひとりでに」 

     ⇒「おのずから・ひとりでに＋‘ nature ’の訳語」 

發明（발명：パルミョン）「発明」 : 「罪人が自ら事情を公開する」 

     ⇒「存在しなかったものを作り出す」 

 

漢字語から朝鮮独自の語になったもの。 

가난 [カナン] 「貧乏」     艱難（간난） 

성냥 [ ｿ ﾝ ﾆ ｬ ﾝ ] 「マッチ」  石硫黄（석류황）   

감자 [カンヂャ] 「じゃがいも」  甘藷（감저）  

썰매 [ソルメ] 「そり」     雪馬（설마） 

고추 [コチュ] 「唐辛子」    苦椒（고초） 

요 [ヨ] 「敷布団」       褥（욕） - ［しとね］ 

김치 [キムチ] 「キムチ」    沈菜（침채） 

재주 [チェヂュ] 「才能」    才調（재조） 
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나인 [ナイン] 「女官」    内人（내인） 

지렁이 [ ﾁ ﾛ ﾝ ｲ ] 「ミミズ」  地龍이（지룡이） 

나중 [ナヂュン] 「のち」   乃終（내종） 

짐승 [チムスン] 「獣」    衆生（중생） 

대충 [テチュン] 「大凡」   大總（대총） 

천둥 [チャンドゥン] 「雷」  天動（천동） 

보배 [ポメ] 「宝」      宝貝（보패） 

초 [チョ] 「蝋燭」      燭（촉） - ［ともしび］ 

사냥 [サニャン] 「狩り」   山行（산행） 

 

2.2.4 韓国におけるハングル 

朝鮮の人々は独自の文字をもっていなかった。朝鮮半島には日本より数百年

早く漢字が中国から伝わり，それ以来文書は漢字で書き表していた。 

しかし , 漢字を利用しても十分な表記はできず , 漢字を学べる者が限定的で

あったため , 漢字が読み書きできない者には表記する手段がなかった。 

世宗大王（朝鮮王朝４代目）が一般民衆のために指揮をとり , ハングルが作

成された。そうして朝鮮語を書き記せるようになった。 

しかし , 知識人や官僚たちは漢字を重んじてハングルを排斥されていたため ,

歴史的にハングルは民集にほとんど使われてこなかった。 

韓国における漢字の廃止は１９４８年に大韓民国が成立し , 「公の文書は例

外なくハングルで記載する」という法律の制定によって始まる。 

漢字の廃止後 , 韓国では新聞・雑誌・書籍および教科書 , 街の看板でも , 漢

字は見られなくなっている。 

 

2.2.5 韓国の漢字廃止について 

漢字語であらわされていた概念などを示す専門用語その他 , 古くから漢語で

記されてきた貴重なたくさんの言葉が , 一般的には次第に使われなくなってい

った。多くの評論・研究論文や新聞・雑誌の記事などにおいて , ほぼすべてが

書き言葉であふれ , 驚異的な語彙の貧困化に陥ったといえる。 

現在の韓国において , 文章は単純化しているといわれ , 言葉の奥行きは浅く

なった。例では「シャ」＝ (사：サ ) が同じ 

社会 ＝ 사회：サフェ  射撃 ＝ 사격：サギョク 

写真 ＝ 사진：サヂン  斜面 ＝ 사면：サミョン 

謝罪 ＝ 사죄：サヂョイ 

 

韓国の漢字語で発音・意味がほぼ同じもの 

意味（의미）：ウィミ    都市（도시）：トシ 

計算（계산）：ケサン    酸素（산소）：サンソ 



 6 

散歩（산책）：サンチェク 看板（간판）：カンパン 

家族（가족）：カジョク    約束（약속）：ヤクソク 

無理（무리）：ムリ  温度（온도）：オンド 

算数（산수）：サンス    気分（기분）：キブン 

 

韓国語を解釈する場合 

・同じ意味で使われる場合 , 漢字に変換すれば素早く意味をつかめる。 

・使用頻度を優先して変換を試みることが効果的である。 

・韓国語の場合 , 同音異義語が多くなることに留意する。 

 

2.3 中国の漢字語 

 

2.3.1 簡体字の歴史 

市販の中国語参考書によると , 清末の1909年 , 陸費逵が「教育雑誌」創刊号

に「普通教育当採用俗体字（普通教育に俗字を採用すべきだ）」という論文を

発表したことが簡化運動の始まりとされる。五四運動時代の1920年 , 銭玄同は

「新青年」に「減省漢字筆画的提議（漢字の筆画を減少させる提案）」を発表

し ,1922 年には陸費逵らと連名で国語統一籌備会に常用の漢字すべての筆画を

減少させる提案をしている。1934年にも国語統一籌備会に簡略された字体の収

集を提案し , 翌1935年には2400字余りの「簡体字譜」の草案が編まれた。一方

で , 国民政府教育部でも 324 字の「第一批簡体字表」を公布したが ,1936 年に

「不必推行」（普及の必要なし）の命令が出され実施されることはなかった。

その後 , 簡略字体の収集が盛んになり1937年には字体研究会が1700字の「簡体

字表第一表」を発表している。 

 中華人民共和国が建国された 3 年後の1952年 , 簡略字体の議論を受けて , 漢

字研究の機関として「中国文字改革研究委員会」が設立された。1954年に憲法

が制定され , 政務院が改組されるなど新体制への変化の中で , 中国文字研究改

革委員会も中国文字改革委員会に改名し ,1955 年に「漢字簡化方案草案」を発

表した。翌年の1956年 1 月 , この草案を基に「漢字簡化方案」が国務院より公

布され1964年に「簡化字総表」にまとめられた。 

1977年 , 中国文字改革委員会は新たに「第二次漢字簡化方案草案」を発表

し,8年間の試行で廃止された。 

 

2.3.2 ピンイン 

 ピンインは , 中国語で音節を音素文字に分け , ラテン文字化して表記する発

音表記体系を指す。一般的な場合この語は , 漢語拼音と呼ばれる1958年に中華

人民共和国が制定した漢語拼音方案という表記法 , またはそれに基づく漢語拼

音字母という文字を指す。 
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2.4 ベトナム語の歴史と漢字語の概要 

2.4.1 漢字語構成 

ベトナムの歴史を見ると，８世紀から文章には漢字語を用いていた。 

それから17世紀から19世紀の間に，ベトナム語の標準語が生まれてきた。そ

の当時，ベトナム人は多くの言語を使用していた。例えば：文章には４つの文

字が使われていた。チュノム字（ハンノム字）を使ったり，フランス語のアル

ファベットを使ったり，もちろん標準のアルファベットも使用していた。 

 
図2.1 現代ベトナム語の構成 

 

1945年に戦争が終わってから全国標準語だけを使うことになってきた。 

ベトナム語の標準語の中に，漢字語を借りていた言葉を使うためにアルファ

ベットで表記するものがある。これが漢越語である。 

日本の漢字で良く使われる常用漢字とほぼ同じで約2000文字ある。それぞれ

は漢越語で書き換えることができる。 

 

漢字語 漢越語 

字 Tự  

学 Học  

日 Nhật 

本 Bản  

月 Nguyệt  

 

 “ベトナム語母語話者にとって漢越語知識は日本語学習に , どの程度有利に

働くか”という博士論文によると，漢字語対照データベースの分類基準は７種

類ある。[10] 
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2.4.2 AB/AB 

同じ意味を表す語が同一の漢字を用いる場合，発音が似ている漢字語と漢越

語もある。それぞれの漢字語を調べる場合，すぐに意味が分かると考えられる。 

 

漢字語 漢越語 

会談 Hội ( 会 ) Đàm( 談 )  

注意 Chú ( 注 ) Ý ( 意 )  

態度 Thái( 態 ) Độ ( 度 )  

成立 Thành ( 成 ) Lập ( 立 )  

 

2.4.3 AB/AC,CB 

同じ意味を表す語が漢字語と漢越語では一字異なるが，同一の字が同じ位置

にある場合 

 

2.4.4 AB ／BA  

日本語の漢字語と同じ漢字を用いるが，語順が逆転する場合実はベトナム語

のGiai (階 ) Đoạn(段 ) という言葉は日本語の漢字で段階の意味を持っている。

階段の意味は別の言葉でCầu thang という言葉が意味を表す。こう言う言葉は

結構少ない。 

 

漢字語 漢越語 

階段 Giai ( 階 ) Đoạn( 段 )  

段階 Đoạn ( 段 ) Giai ( 階 )  

                  

2.4.5 AB ／ BA  

同じ意味を表す語が漢日語と漢越語では一字異なり，同一の字が異なる位置

にある場合 

 

漢字語 漢越語 

学校 Học ( 学) Hiệu (校 )  

学校 Trường (場 ) Học ( 学 )  

空港 Không( 空 ) Cảng( 港 )  

空港 Phi ( 飛) Trường (場 )  

節約 Tiết ( 節 ) Ước ( 約 )  

節約 Tiết ( 節 ) Kiệm ( 倹 )  

漢字語 漢越語 

診察 Chẩn( 診 ) Sát(察 )  

診断 Chẩn( 診 ) Đoán,Đoạn ( 断 )  

無断 Vô ( 無) Đoạn (断 )  

意見 Ý( 意) Kiến (見 )  

拝見 Bái ( 拝) Kiến (見 )  
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2.4.6 AB ／ CD  

同じ意味を表す語が漢日語と漢越語では全く異なっている場合 

漢字語 漢越語 

貯金 Trừ ( 貯) Kim (金 )  

貯金 Tiết ( 節 ) Kiệm ( 倹 )  

 

同じ意味を表す語が漢越語ではなくベトナムの固有語である場合。固有語と

漢越語との混種語も含む。 

漢字語  漢越語 

大人  Đại(大 ) Nhân( 人 )  

大人  Người Lớn  

電車  Điện (電 )Xa ( 車 )  

電車       Xe Điện  

                          

二語が一語，あるいは三語以上の漢越語に相当する場合／複数の漢越語が該

当し，どの語もよく用  いられる場合 

 

漢字語 漢越語 

電気 Điện (電 )Khí( 気 )  

電気 Điện ( 電 )  
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第3章 日 中 韓 越 漢 字 デ ー タ ベ ー ス  

3.1 ４か国漢字語データベース 

本システムの 4 国語漢字語データベースはメイン漢字データベース 1 つ及び

サブ語彙データベース 4 つにより構成している。おおよそ 26000 行の多言語デ

ータを蓄積している。しかしデータベースには，まだ言語的な不備（各言語の

多音字への完全対応など），不完全な項目が随所にあり，完成レベルにはほど

遠い。言語分野で各言語に精通する方の協力を必要とする。 

オリジナルのメイン漢字データベースの Excel 表形式のデータは ,27 列の多

言語漢字データを収録していて , 一部のデータ列はまだ完成していない。本シ

ステムでは処理しやくするため , いくつかの箇所を改変した。例として , オリ

ジナルのデータベースが作成された2000年時点では ,web ブラウザーの多言語

表示問題はまだ数多く存在した。江見准教授は文字化けを防ぐため , 文字数値

参照で日本語・中国語・韓国語のデータを蓄積している。 HTML5 が実用化さ

れて以来 , こういう問題が発生しにくくなり , 数値文字参照を使う意味がなく

なった。故に本システム現行のデータベースにおいて , 数値文字参照は使って

いない。表3.1.1が示しているのは , 本システムで稼働されている漢字データベ

ースの詳細である。 

中国語漢字語彙データベースは漢字水平考試(HSK)公表による級分けの漢字

語彙データベースによるものである。合計5340件の語彙データを含んでいる。

これらの語彙がHKSにより 6 つのレベルに分けられる。本システムでの仕様は

表 3.1.2 に示している通りである。韓国語データベース A は , 韓虎林, 今井久

美雄, 梅田博之の著作である「漢字でおぼえるしっぽをつかむ韓国語」 [4] に

よるもので, 韓国語データベース B は市吉則浩の「日本人だからできる！漢字

で覚える韓国語」 [2] に基づくものである。ベトナム語のデータベースは漢越

日ウェブ辞典（「http://hanvietnhat.vietnam55.com/?cat=11」 

「http://kanji.tudiennhatviet.com/」）によるものである。 

本システムでの仕様は表 3.1.3, 表 3.1.4 及び表 3.1.5 に表示されている。 

 

表 3.1.1 メイン漢字データベス（ tableData1 ）の構造 

#    ヘッダー   コード       説明 

1  日漢 JKanji                            日本語においての漢字 ( 基準とする )  
2  呉音 1  JGoon1h  日本語の歴史的仮名遣いの一つ 
3    -  JCoon1p  呉音 1 の音声合成に使う。表示しない。 
4  呉音 2  JGoon2h  呉音の発音ケース 2,null あり 
5  漢音 1  JKanon1h 日本語の歴史的仮名遣いの一つ 
6    -  JKanon1p  漢音 1 の音声合成に使う。表示しない。 
7  漢音 2  JKanon2h 漢音の発音ケース 2,null あり 
8    -  Jkana01  現代日本語名遣いケース 1 。未搭載。 
9    -  Jkana02  現代日本語名遣いケース 2 。未搭載。 
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10   -  Jkana03  現代日本語名遣いケース 3 。未搭載。 
11   -  Jkana04  現代日本語名遣いケース 4 。未搭載。 
12 唐宋音           Jtousouon2

h               
日本語の歴史的仮名遣いの一つ 

13 慣用音 JKanyouonh  日本語の歴史的仮名遣いの一つ 
14 学年 Jgakunen  日本語国語教育においての習得学年 
15 繁漢 CTradional  中国語繁体字 
16 簡漢 CSimplified  中国語簡体字 
17 ピンイン Cpinyin   中国語ピンイン 
18 声母 Cinitial     中国語ピンインにおいての声母 
19 韻母 Cfinal  中国語ピンインにおいての韻母 
20 声調 Ctone     中国語ピンインにおいての声調 
21 広東 CantonPyni

n  
中国語広東語の発音 

22 レベル level       中国語学校教育においての習得学年 
23 ハングル KHangul   韓国語表音文字ハングル 
24 韓音 Kromaji  韓国語発音のアルファベット表示 
25 越南 1  Vietnam1   ベトナム語においての読み方 , ケース 1  
26 越南 2  Vietnam2   ベトナム語においての読み方 , ケース 2  

 

表 3.1.2 中国語漢字語彙データベース（ tableData4 ）の構造 

#      ヘッダー       コード      説明 

1  中国語簡体字 Ckanji                          中国語簡体字 ( 基準とする )  
2  ピンイン Pinyin  中国語表音文字ピンイン 
3  レベル Level  HSK語彙級分け 
4   繁体字 Chankan  中国語繁体字 

5   Weblio  Address ウェブ辞書へのリンク 

 

 

表 3.1.3 韓国語漢字語彙データベースA（ tableData3 ）の構造 

#     ヘッダー           コード    説明 

1  日本語漢字 JKanji                            日本語においての漢字 ( 基準とする )  
2  ハングル読み方 Hanguru1  韓国語においての読み方 
3  Weblio Weblio  ウェブ辞書へのリンク 
4  同音語彙 Kdouonn 韓国語において , 発音の同じ語彙 

 

 

 

表3.1.4 韓国語漢字語彙データベースB（ tableData5 ）の構造 

#     ヘッダー         コード      説明 

1  한국  한자  표기 JKanji                            日本語においての漢字 ( 基準とする )  
2  カタカナ Katakana  カタカナにおいての読み方 



 12 

3  한글 Hanguru 韓国語においての読み方 
4  의미 Meaning 意味に関する注釈 
5  日本語注 Jps  日本語注釈 
6  中文 Cps  中国語注釈 
7  Viethanzi  Viet1  ベトナム語においての読み方 
8  Vietnam  Viet2  ベトナム語においての意味 

 

 

表3.1.5ベトナム語漢字語彙データベース（ tableData2 ）の構造 

#     ヘッダー         コード      説明 

1  日本語漢字 JKanji                            日本語においての漢字 ( 基準とする )  
2  日本語読み方 1  Jyomi  日本語においての読み方 , ケース 1  
3  越南語読み方 2  Vyomi  越南語においての読み方 , ケース 2  
4  越南語意味 Vimi 越南語においての意味 

 

3.2 ベトナム語データベース 

始めて , オンライン日 - 越辞書と”詳解ベトナム語辞典”という本から漢字

語と漢越語の熟語を検索し，よく使用されている言葉をまとめ , エクセルでデ

ータを入力し , データベースを作った。 

日本語能力試験は N5 から N1 までのレベルがある。そして N5 から N1 ま

で全部2136字があり , その中に意味がある熟語を組み合わせ , 全部で 1 万４千

ほどの熟語の漢字語と漢越語をデータとして入力している。そこに読み方と意

味詳解のデータを付けている。 
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   図 3.2  漢字語と漢越語のエクセルデータベース 

 

3.3 データベースの欠陥について 

 指導教員である江見准教授がメイン漢字データベースを Excel で作成する時

点では、各言語の漢字音の多音字について、十分に意識できなかった。多音時

への完全対応を達成するため、リレーションナルデータベースが必須である。

つまり、本プロジェクトを完成するには、データベースの再設計が必要である。 

 筆者（陳）の考えでは、Indexed DB APIは本システムの再設計に相応しいと

判断する。しかし、データの不備などを考慮に入ると、作業量はあまりにも膨

大すぎる。課題として残されている。 
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第4章 日 中 韓 越 漢 字 シ ス テ ム 

4.1 システム概要 

本システムは , 日中韓越漢字の発音のおよびそれに関連する情報をデータベ

ースに蓄積し , その発音の類似性を研究 · 学習しやすいするためのものである。

研究室や学校に止まらず , 実用性のあるアプリケーションの作成を目指してい

る。このシステムは , 日中韓越の中のどちらを母語とする,4言語の音声的類似

性を学習 · 研究したい人を対象としている。 

 結果として、「漢字検索」「音声合成」「語彙検索」 3 の機能を有するウェ

ブアプリケーションが出てきた。しかし、筆者（陳）ひとりの力では、おおよ

そ半年の期間でこのような複雑なアプリケーションを完成するには無理がり、

数多くの課題が残されている。例として、誰でも , どのような端末からでも ,

電波状況の悪いところでも便利に使えるように , 当初はフロントエンド技術の

みでオフラインアプリケーションの開発を目指していた。筆者（陳）の技術力

不足により、システム設計段階で間違いが起こし、オフラインアプリケーショ

ンの作成に失敗した。多言語対応，ユーザーインタフェースの最適化（誤操作

への警告）なども完成できなかった。残された課題の解決に関して、本学の後

輩の活躍が期待されている。 

 開発環境として、本システムの開発のほとんどは「 MacOS 」で行われている。

テクストエディターは「Brackets」を使用している。 

 開発技術として、基盤技術である「 HTML5 」「 CSS3」「 JavaScript 」

「PHP」。 JavaScript フレームワークである「 jQuery」「Bootstrap」

「Tabulator」。デザイン仕様である「 Material Design 」「 Font awesome」。パ

ッケージ管理システム「 NPM 」などが使用されている。 

 実行環境として、「 MacOS 」「 Windows 」「 iOS 」「 Android 」で「Chrome」

「 Opera 」「Edge」「 Firefox 」「Safari」の作動を確認した。結果として、

「Safari」以外は思った通りに稼働した。 

データベースには,2万 6 千件以上の多言語データが保存しており , アプリケ

ーションの豊富なフィルター機能を通じて , 自由自在に検索できる。しかし、

データベースには、まだ言語的な不備（各言語の多音字への完全対応など）、

不完全な項目が随所にある。言語分野で各言語に精通する方の協力が必要とさ

れている。 

漢字語の音声が即時に再生するため,Google, Baidu, FPT 社が提供している

人工知能TTS(Text-to-Speech)APIが使用されている。今のところでは , 日本

語・中国語・韓国語・ベトナム語に対応している。言語の類似性研究に有益な

広東語TTS APIも見つけたが , 時間及び予算の制限によりまだ作っていなかっ

た。後日に追加する予定がある。 
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4.2 システム構造   

本システムは ,Tabulator というフロントエンドインタラクティブテーブル

JavaScript ライブラリーを使ってデータ処理を行なっている。解説しやすいた

め ,Tabulator を「モデル , ビュー , コントローラー」三つの部分に分けて説明

する。簡略で不厳密に説明すると , モデルは実際にデータ処理・演算を行うモ

デル。ビューはモデルの演算結果をユーザーインタフェースで図形や文字とし

て表示するためのモデル。コントローラーはモデルとビューの間でデータを伝

送したり , 処理手順を決めたりするモデルである。 3 つのモデル合わせて , よ

うやく１つのプログラムとして動けるようになる。 

TabulatorはAjaxデータか JSON フォーマットのデータを読み取り ,HTML イ

ンタラクティブテーブルとして表示する機能を持っている。ユーザーの操作に

より , リアルタイムで表示内容 , 表示方式を改変できる。他のフレームワーク

か DOM 操作と合わせば , かなり複雑な機能が実現できる。本システムのデー

タ操作はほぼ全てTabulatorに関わっている。 

本システムは , 三つのサーブシステムにより構成されている。それらは , 漢

字検索システム , 語彙検索システム , 音声合成システムである。その中 , 語彙

検索システムと音声合成システムは , 漢字検索システムのデータに依存してい

る。具体的に言うと,DOM操作により ,Tabulator model からユーザーが選んで

いるデータを取得してから語彙検索システムおよび音声合成システムに渡す。

両システムは受け取ったデータをもとに , 語彙検索か音声合成処理を行うこと

である。                       

 

図 3.2.1  システム構造 
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4.2.1 漢字検索 

図.4.2.1.1  読み取りプロセス         図 4.2.1.2  漢字検索ループ 

 

本システムの全ての操作は漢字検索から始まる。特定された漢字データを本

として他の処理を実行する。 

図 4.2.1.1 が示すのように , ブラウザーがページの読み取りを始まったとた

ん , 自動的に JSON オブジェクトデータベースをTabulator modelに注入する。

そして , ブラウザーは Tabulator controller を通じて Tabulator view を形成する。

形成されたTabulator view をUser interfaceの一部として取り組み , これでペー

ジの初期レンダリングが終わる。 

漢字検索が行う場合 , 図 4.2.1.2 が示しているループに入る。まず , ユーザ

ーがインタフェースで検索したい条件をフィルターを設定して,Tabulator 

controllerに渡す。フィルターの操作法などについて , 「 3.3 漢字データフィル

ター」で詳しく説明する。Tabulator modelはcontrollerから処理された検索デー

タを受け取る。それに従い , 条件に合っているデータを取り出し,Tabulator 

viewに渡す。 Tabulator view が受け取ったデータを可視化し ,User interface で

更新する。これで漢字検索循環が終わる。 

 語彙検索及び漢字音合成の詳細について、「 3.7 人工知能 API により日中韓

音声合成」「 3.8 中韓越漢字語語彙検索」に参照してください。 

 

  

JSONオブジェク
トデータベース

Tabulatorモデル

Tabulatorコント
ローラー

Tabulator ビュー

ユーザーインタ
フェース

Tabulator 
モデル

Tabulator 
ビュー

ユーザー
インタフ
ェース

フィルタ
ー

Tabulator 
コントロ
ーラー
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4.3 漢字データフィルター 

4.3.1 フイルター概要 

前文に紹介した通り , 本システムは日中韓越の漢字語においての音声的類似

性を研究・学習するためシステムである。故に , 漢字語の音声的類似性を反映 ,

研究するための機能が必要とされている。この機能を果たしているの

は,JavaScript 及びTabulatorによる漢字データフィルターである。 

現時点の漢字フィルターモデルでは , 全ての中国語音声が反映しているピン

インフィルターグループ , 韓国語の語頭・語末を反映するハングルフィルター

グループ , 及び研究のため開発された , 漢字を自由自在に検索できるカスタム

検索機能がある。これからは各言語に特化するフィルターを追加する予定であ

る（例として、日本語の漢字に特化するフィルター）。 

 

4.3.2 ピンフィルターグループ 

 本システムのピンインフィルターは , 厳密な言語的ルールによるものではな

い。中国語がある程度勉強できた中国語学習者の視点からできたものである。 

介音の有無及び種類により , 図 4.3.2.1 が示しているように , 全ての中国漢

字音を３つのサブメニューに分けた。「介音なし」は介音の存在しない中国語

漢字音のことを指す。「介音 i/ü 」は介音「 i/ü 」が存在する漢字音を指す。

「介音 u 」は介音「 u 」が存在する漢字を指す。 

 詳細検索メニューの一番左の列は声母のみ設定するフイルター , 一番上の行

は韻母のみ設定するフィルターである。「 - 」は対応する漢字音は存在しない

ことを示す。最後の 1 行において , 「本来＊」は歴史的な仮名使いの特例であ

る。大文字Kは韓国語を意味する。大文字 J は日本を意味する。CANTONGは

中国語広東を意味する。「*-」は語頭で , 「-*」は語尾である。詳しくの言語

的規則は江見准教授の論文に参照してください。 

 

図4.3.2.1 検索ボタングループ 図4.3.2.2 ピンイン検索ボタンメニュー 
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4.3.3 ハングルフィルターグループ 

ハングルは , 朝鮮語を表記するための表音文字である。江見准教授は日本語 ,

中国語 , 韓国語の語頭 , 語尾を中心に研究し , 日韓両言語の音声的類似性を解

明した。本システムのハングル語頭・語尾フィルターは江見准教授の研究によ

るものである。 

      

4.3.4 カスタム検索 

前文に述べた通り , このカスタム検索機能は研究のために開発された機能で

ある。全てのデータ列を望むのままに検索できる。新しい言語的ルールの探求

にやくたつツールとして期待できる。しかし , このカスタム検索機能の使い方

は簡単ではない。使いこなせるにはそれなりの勉強や練習が必要かもしれない。

現時点では、カスタム検索機能にはまだ問題点がある。例として、不完全な検

索条件を入力しても警告も出ない。対処が必須と思われる。 

   

図 4.3.3.1  韓国語・語頭・語末検索ボタンメニュー 

図 4.3.4.1  カスタム検索メニュー 
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図 4.3.4.1 が示している通り , フィールドで検索したいデータ項目を , 演算

子で演算法を , 検索内容で内容か内容の特徴を入力することでデータベースを

検索する。つまり , 演算子と検索内容のペアで内容の特徴を決めて , この特徴

に合っているフィールドが属するデータ項目をデータベースから抽出する機能

である。 

演算子について説明する。「 = 」記号は , 文字的の完全一致を意味する。

「!=」記号は , 文字的の完全不一致を意味する。「Like」記号は , 文字的に含

むことを意味する。 Regex 演算子は一番機能の強い演算子とも言われるが , 使

い方が結構複雑で正規表現という技術が使われている。理論的にどんな文字列

でも特定できる。詳しくは https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/JavaScri  

pt/Guide/Regular_Expressions?fbclid=IwAR3o3C2fGPAxpRv3s0mYQ4dW10U_GQ

Vp1850ChlgSsb4Wi9R4FLRZF4VfHwを参照。 

 

4.4 データの表示 

4.4.1 テーブル形式のデータ表示 

 本システムは , 「データ蓄積及び処理をフロントエンド技術に任す」という

理念をもとして作られたものである。故に , データベース作成の前に , データ

の表示法を先に作る必要がある。于 , 玉岡は日韓中同形二字漢字語の品詞性ウ

ェブ検索エンジンを作成するプロジェクトにおいて , 語彙ごとにページを形成

する方法を選んだ。それは于 , 玉岡が作成した検索エンジンは語彙中心で , 語

彙ごとに詳細な多言語品詞性の表示が重視されているからである。本システム

では , 語彙間の変化及び類似性の方が重要であるから , より比較しやすいテー

ブル表示法を採用した。図4.4.1.1 が示しているのは于 , 玉岡が作成した日韓

中同形二字漢字語の品詞性ウェブ検索エンジンで , 図 4.5.1.2 は本システムで

ある。 

 

図 4.4.1.1 日韓中同形二字漢字語の品詞性ウェブ検索エンジンのデータ表示 
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             図 4.4.1.2  本システムのデータ表示 

 

4.4.2 データ列選択 

前文に書いた通り , 本システムのデータ処理は全てTabulatorというフロント

エンドインタラクティブテーブル JavaScript ライブラリーに依存している。デ

ータ列選択機能はTabulatorデータ列「 visible 」属性の有無によりコントロール

されている。 

図 4.4.2.1 が示しているように , このデータテーブルから参照できるデータ

は20列ある。ユーザが気持ちよく使えるようにするため , 一度に22列のデータ

図 4.4.2.1 漢字テータテーブルコントロールコード 
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を全て表示するのは賢い選択ではない。特に縦置きのスマートホンに対して ,

一度におおよそ 4 列のデータを表示するのは限界である。けれども , 漢字シス

テムとして , どうしても全てのデータを参照できるようにする必要がある。 

 この矛盾を解決するため , データ列選択機能が開発された。この機能を通じ

て , ユーザーが必要とするデータ列のみ表示することが可能となった。13イン

チの PC を基準とし , そのモニターでちょうど最も重要な10列をスクールなし

に表示できるように工夫した。表示幅はこれより小さい端末において , 自動的

に横スクールできるように切り替える。表示幅は13インチより小さいに対して ,

フィルドの幅が自動的に大きくなる。 

 

 

4.4.2.2 が示しているのはデータ列選択メニュー , デフォルトで表示される

データ列がチェックされている。 

 

4.5 フロントエンドデータベース   

本システムのデータベースシステムには,3つの特徴が求められている。  一

つ目 , ローカルでも動けること。そのため , 完全にフロントエンドで動作でき

ないといけない。全ての演算をユーザーのデバイスに任す。  二つ目,Excelか

らのデータ遷移には , 手数がかからない。このシステムの言語的理論まだ研究

段階である。故に , データベースも完成からまだ遠い , 大きな変更が予想され

る。手間のかかるデータ修正は受け入れない。三つ目 ,UI の流暢さに支障がな

いくらい処理スピード。本システムで処理されるデータの量はそれ程膨大では

ないから , 極めて素早いデータ処理は求めていない。けれども , ユーザーエク

スペリエンスへの悪影響は認めない。   

Web開発において,MySQLか mongo dB のようなサーバーで稼働するデータ

ベースを採用するのが普通だが , インターネットに繋いていない場合と電波状

況の悪いところでは使えないという欠点がある。本システムに関して , システ

ムデザインを行う時点から , オフラインでも稼働できるオフライン web アプリ

図 4.4.2.2 図  データ列選択メニュー 
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ケーションの作成を目指していた。つまり , オンラインで一度アクセスしてか

ら , ブラウザーを閉じても web アプリケーションに関するあらゆるデータを削

除せずに , そのまま cache に保存することで , オフラインのアクセスを可能に

することである。故に , バックエンドで稼働する性能の強い重いデータベース

より , ２万件以上のデータに対処できる軽いフロントエンドデータベースの方

が望ましいである。 

  

4.5.1 データベース技術 

現時点では,W3C により標準化されたフロントエンドオフラインストレージ

API は主に二つある。一つ目は「 Web storage 」 , ブラウザーにデータをキー

と値の組み合わせで蓄積し , 利用する API である。二つ目「 Indexed database 

API 」,Web Storage APIと同様 , キーと値のペアで JavaScript のオブジェクト

を蓄積し , 利用する API である。一般的なリレーションナルデータベースにお

ける , インデックスやトランザクションを利用できることが特徴である。けれ

ども , 今度のアプリケーションのデータベースには特別の特徴がある。まず ,

システムによる改ざん操作は全くない。そして , オリジナルのデータファイル

は Excel である。多音字対応を無視すれば,Web Storage APIでも , Indexed 

database API でも最善な解決策ではないことが明白である。故に , 本システム

は,JavaScript により,26000行以上 JSON 化した Excel データの読み取りおよび

検索処理を実行することになっている。   

JSON (JavaScript Object Notation) は , 軽量のデータ交換フォーマットです。

人間にとって読み書きが容易で , マシンにとっても簡単にパースや生成を行な

える形式である。 JavaScript プログラミング言語（ECMA-262標準第 3 版 

1999年12月）の一部をベースに作られている。本システムに必要とされるデー

タをいくつかの配列化した JSON オブジェクトに蓄積している。以下はその一

例である。   

{"JKanji":"亜","JGoon1h":"エ","JGoon2h":"","JKanon1h":"ア","JKanonh":"","Jtouso

uon2h":"","JKanyouonh":"","Jkana01":"ア","Jkana02":"","Jkana03":"","Jkana04":"","

CSimplified":"亚","CTradional":"亞","Cpinyin":"ya","Cinitial":"","Cfinal":"ya","Ctone

":"4","level":"1","KHangul":"아","Kromaji":"a","Vietnam1":"Á","Vietnam2":"","Canto

nPynin":"a3","Jgakunen":"7"}  

日本語における「亜」という漢字の多言語データに当てはまる。デフォルト

として , 最も重要な10列のみがデータテーブルに表示されている。図x.6.1 に

参照してください。 

 

 

     図 4.5.1 日本語漢字「亜」のデフォルトデータテーブル表示 
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4.5.2 スピード測定   

図 4.5.2.1 及び図 4.5.2.2 は Google chrome performance console から取り出

したデータである。 4.5.2.1 は , 最初にページを読み込み時のパフォーマンス

詳細である。データベースを読み込みを含み , 全ての JavaScript が実行完了に

は , 約 1500ms(1.5s) がかかった。 4.5.2.2 は , データ検索操作のパフォーマ

ンス詳細である。 JavaScript には , やく 80ms(0.08s) の時間がかかった。本シ

ステムの仕様環境に対して , 性能的な問題がないと思われる。   

また、このプロジェクトはまだ完成とは言えない状態にあるので、

JavaScriptコードの効率化などまだ行っていない。故に、さらなるスピードア

ップが期待できる。 

 

4.6 多端末対応 

 

4.6.1 モバイルファーストデザインの重要性 

図4.5.2.1 初期化パフォーマン 図4.5.2.2 漢字検索パフォーマン

 

図 4.6.1 Percentage of all global web pages served mobile phones from 2009 to 2018  
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Statistaの調査 ( 図 4.6.1) により ,2009 年から2018年までの10年間 , 移動端末

からのウェブサイト閲覧量は0.9%から52.2％まで成長してきた。2018年にデス

クトップ端末を超え , 一番主流なウェブサイト閲覧デバイスとなっている。故

に , 今からの web 開発に対して , モバイル端末の対応を考慮しないプロジェク

トは半分以上のアクセス数をなくす恐れがある。本システムは , 他端末対応を

一番重要なポイントとして位置づけている。 

MDN により , モバイルファースト (Mobile First) とは , ある種の  プログ

レッシブエンハンスメントで , ウェブ開発やウェブデザインにおいて , モバイ

ル画面サイズのデザイン・開発をデスクトップ画面サイズのデザイン・開発よ

り優先して注力するアプローチである。本システムの開発においては , モバイ

ルファーストの理念が徹底されている。そのため , 多ブラウザー対応 , レスポ

ンシブデザイン ,Full Screen API の適用 , パフォーマンス最適化などを行った。 

 

4.6.2 多ブラウザー対応 

多端末対応を実行するには , ブラウザーの違いを細かいところまで考慮しな

いといけない。少なくとも , 主流なブラウザーでテストを行って修正する必要

がある。図 4.6.2 が示しているのは StatCounte の調査による 2017.12 から

2018.12 までの世界的のブラウザーの占有率遷移である。

 

図 4.6.2 Browser Market Share Worldwide From Dec 2017 – Dec 2018  

 

本システムの目標ユーザーから考えて , 結果的にデスクトップでもモバイル

デバイスでも同じく Chrome, Safari, Firefox, Edge この 4 つのブラウザーを基

準とすることになった。実際の開発において , 多ブラウザー対応にかなり苦労

した。開発時間の半分以上は多ブラウザー対応にかかった。特に safari の場合 ,

安全対策は他のブラウザーより明らかに厳しい。レポートを書く時点まで , ま

だいくつの問題が解決されていない。例えば ,iOS の safari に対して , 全自動

な音声合成 ( 自動再生 ) は今でも実現していない , どうしてもユーザーから直
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接に再生ボタンを押す必要がある。Full Screen機能も safari で稼働できない。

Safari への対応も１つの課題として残っている。 

 

4.6.3 モバイルファーストに関する技術   

多種多様の端末が登場し続けているいま , 昔のようにデバイスごとにページ

を作るのもありえない。そこで , より良いユーザーエクスペリエンスを提供す

るため , 一つのHTMLで , デバイスの特性に応じてレイアウトやデザインを変

化させるレスポンシブデザイン技術が不可欠である。レイアウトやデザインの

変更には様々の手段があり , 本システムのレスポンシブデザインはBootstrapな

どのフロントエンドフレームワークの他,CSS アニメーション及びオリジンの

CSSメディアクエリも使用されている。 

MDN によると ,CSS アニメーションとは , あるCSSのスタイル設定を別の

設定へ遷移させることを可能にします。アニメーションは,2種類の要素で構成

されています。それは , アニメーションについて記述するスタイルと , アニメ

ーションの始めと終わりのCSSスタイルを示すキーフレームである。特徴のあ

る機能を提供するため , 本システムのメニューの開閉アニメーションはオーペ

ンソースのフレームワークによるものではなく , 独自に開発されたものである。 

図 4.6.3 タブレットデバイス（ min-width:768px, max-width:992px ）の実例 
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前文に書いた通り , 本システムは違う端末で異なる形として表示されている。

スマートホーン(max-width :768px)向けのページの横置き実例は図 3.6.4.1 及

び図 3.6.4.2 に参照する。また ,max-width :768px のデバイスに対し , デフォ

ルトとしてメニュは表示していない。図 4.6.3 はタブレットデバイス（ min-

width:768px, max-width:992px ）向けの縦置きページの実例である。デスクデ

バイス  (min-width: 992px) 向けのページ  の実例は図 3.4.1.2 に参照してく

ださい。 

 

4.6.4 Full Screen API  

MDN によると,Full Screen API とは , 特定の Element (およびその子孫) 

を全画面モードで表示したり , 必要なくなったときに全画面モードを抜けたり

する方法を追加します。これによって , 要求されたコンテンツ  —  オンライ

ンゲームなど  —  がユーザーの画面全体で表示され , 全画面モードが終了す

るまで , ブラウザーのユーザーインタフェイス要素や他のアプリケーションを

すべて画面から排除することができる。 

 前文に述べたように , ブラウザーの違いにより表示結果に大きな違いが生

じる。表示幅の小さいモバイル端末に対して , ブラウザーのアドレス欄は大き

な問題になる。図 4.6.4.1 が示しているように , 横置きのモバイルディバス場

合 , アドレス欄は 3 分の 1 以上の縦幅を占めることのあり , データ表示に大き

な支障をもたらす。Full Screen APIが適用してから , 図 3.6.4.2 で示した通り ,

表現がかなり良くなってきた。今の所 , 本システムのFull Screen機能はまだ

safari ブラウザーに対応してない。 1 つの課題として残っている。 

 

図 4.6.4.1 モバイルchromeでの一般的表現 

図4.6.4.2 モバイルchromeでのFull Screen表現 
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4.6.5 パフォーマンス最適化   

多端末に対応できる web アプリケーションを作成するには , デスクトップデ

ィバイスとモバイルデバイスの演算力の差に配慮する必要もある。本システム

において , データベースを含みおおよそ 30000 行の JavaScript コードを実行す

る必要があるため,JavaScript コードの実行順序及び演算効率への配慮は不可欠

である。実際のところ,JavaScript コードをちょっと変えることで , 実行効率が

倍以上に上がることもあった。アニメーションの流暢さにも大きな影響を及ぼ

す。   

前に紹介した通り , 本システム全てのデータ処理は JavaScript で実行してい

る。最初のページを読み取るする段階では,30000行以上の JavaScript コードを

処理する必要がある。 Google Chrome Version 71.0.3578.98 (Official Build) 

(64-bit),2.7 GHz Intel Core i5を搭載する MacBook pro late 2015 では , 図

4.5.2.1 が示しているように , 初期コード処理に約 1.5 秒の時間がかかる。ま

た , 図3.6.5のように , メニューアニメーションを実行してからのデータ再読み

取りにも,0.2秒の時間がかる。 JavaScript 演算により , アニメーションの FPS

が急に落ちることも明らかである。きちんと対処しないと , 非常に気持ち悪い

遅延が出る恐れがある。演算力の弱いモバイルデバイスではなおさらである。 

 

 

 

  

図 4.6.5 フィルターを設置してからのデータ再読み込み 
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4.7 人工知能APIによる日中韓音声合成 

4.7.1 音声合成の概要 

このシステムにおいて , 日本語・中国語・韓国語・ベトナム語の漢字音合成

機能が搭載されている。操作法は 4.2.3 で説明した。 

その中 , 日本語および韓国語の音声の Google cloud text-to-speech API によ

るものである。中国語の音声は Baidu の音声合成によってできている。ベトナ

ム語の音声はベトナムの FPTが開発したOpenFPT APIに頼っている。同じく音

声合成 API であるが , 操作法は結構違っている。本システムは ,PHP でhttp 

requestを駆使し ,API サーバーに音声合成を請求することになっている。 

全文に述べたように , 本シスステムできる限りフロントエンド技術で機能を

実現したいである。この音声合成の部分は , 唯一バックエンドの処理が必要と

する部分である。もともとフロントエンド言語である JavaScript でも Http 

requestを発送できるが , 近年各ブラウザーのセキュリティ対策の強化によ

り,JavaScript による操作はかなり制限されている。 

 

4.7.2 CORS セキュリティ問題 

MDN(2019) によると , オリジン間リソース共有 Cross-Origin Resource 

Sharing (CORS) は , 追加の  HTTP ヘッダーを使用して , あるオリジン (ド

メイン) で動作しているウェブアプリケーションに , 異なるオリジンのサーバ

ーにある選択されたリソースへのアクセスを許可することができる仕組みであ

る。本システムの音声データ取得はこの CORS パタンの一例である。 

異なるオリジンのサーバーから送ったデータの安全性が証明しにくいため ,

多くの現代ブラウザーは JavaScript による CORS 操作を禁止している。この

CROS 問題が回避するため ,PHP により第 2 のサーバーからデータを取得して

クライアントへ送るための方法である。本システムの開発において , 各 API の

仕様の違いにより , サーバーから取得できるデータのフォーマットも違ってい

る。そのため , 第 2 のサーバーから取得したデータを処理する必要がある。現

在ブラウザーでは,JavaScript によるストレージアクセスも制限されている。こ

の 2 つの理由により , 本システムの作成において ,PHP でのデータ処理プログ

ラムが JavaScript より作りやすい。故に ,PHP を採用することで , ブラウザー

のセキュリティ仕様により妨げを避けることに成功した。その代わりに , オフ

ラインで稼働できないという欠点が出てきた。これまで JavaScript のセキュリ

ティ問題についてたくさん書いたが , 実際 JavaScript での音声合成 API 操作は

不可能ではない。筆者の技術力不足及び時間制限により , レポートを書く時点

までで対処できなかったことであり，課題の１つとして残っている。 
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4.7.3 音声合成モデルの構造 

       

 

MDN によると,Asynchronous JavaScript + XML (AJAX) はそれ自身がある

種の技術というわけではありませんが ,Jesse James Garrett によって  2005 年

に作られた言葉で , 既存の技術同士を組み合わせた新しいアプローチを意味す

る。これらの技術が  Ajax のモデルで組み合わされると , ウェブアプリケーシ

ョンはより早く , 表示されているページ全てを再読み込みすることなく , ユー

ザインタフェースを逐次更新できるようになる。本システムの音声合成モデル

においては , ユーザーの請求により異なる音声ファイルを流す必要がある。故

に ,Ajax のようなユーザーの操作に応じてページの一部更新する技術が不可欠

である。 

図 4.7.3 が示しているように , 本システムのHTMLファイルには ,CSS によ

り不可視化された source タグが存在する。ユーザーが音声合成ボタンを押すた

びに , この source タグの src 属性がAjaxによりサーバーから送られた新しいア

ドレスに更新される。 

アドレスを取得するには , 一連のデータ伝送が必要としている。 

CORS セキュリティ問題により , ユーザーと API サーバー直接通信が禁止さ

れているため , システムサーバー (http://openesa.xyz) での中継が必要とされ

ている。ユーザーがボタンを押すと , フロントエンドで JavaScript により , ユ

ーザーが選んでいるデータ列が処理される。処理したデータは JavaScript Http 

requestによりシステムサーバ (http://openesa.xyz) に発送する。システムサー

バ (http://openesa.xyz) で ,PHP により二次処理が行い , 漢字データを各音声

合成 API の仕様に変更し API サーバーに転送する。 API サーバーで音声が合成

<audio>  

<source 

style=”display: none” 

…  src= ””>  

Web server  

openesa.xyz  

Web server  

API server  

 

➃ Ajaxによりsrc更新  

➂ src=”***”  

➀ 漢字データ 

CORS セキュリティ問題 

➁ 漢字データ 

図 4.7.3 音声合成モデルにおいてデータの流れ 
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されてから , そのアドレス (Baidu, OpenFPT) か JSON 化したMP3(Google)を

システムサーバ (http://openesa.xyz) に送る。システムサーバ

(http://openesa.xyz) で処理されてから ,Ajax により ,HTML ファイル  にあ

る不可視化された source タグの src 要素を新しいMP3のアドレスに更新する。

Google cloud text-to-speech API の場合,JSON化されたMP3データをデコード

するプロセスもある。 

Baidu 及びOpenFPTの音声合成 API には , おおよそ 2 秒の遅延がある。今の

ところでは , 対処できる方法がない。 

 

4.8 中韓越漢字語語彙検索 

本システムの語彙検索演算は , 全てフロントエンドで JavaScript により実行

する。ユーザーが語彙検索ボタンを押すと ,vocabulary.js にある語彙検索関数

が動き始める。図 3.8 が示しているのはベトナム語語彙検索関数 viet_voc() 。 

まず , 語彙検索関数はTabulatorコントローラーにユーザーが特定している漢

字データ (selectedData) を請求する。Tabulatorコントローラから漢字データを

受けとってから , ユーザーインタフェースにある語彙ウィンドウを更新しなが

ら語彙データベースで検索条件に合っているデータをHTMLテーブルテキスト

として table_str に蓄積する。全ての検索が終わってから , 一気にユーザーイン

タフェースにある語彙ウィンドウに注入する。これで語彙検索操作は完了とす

る。 

最初は JavaScript の処理スピードに心配していたが , 実際には全く問題ない。

欠点として , これ以上の拡張が難しい。例えば , 語彙にも音声合成機能を追加

したい場合には , このやり方では極めて困難である。漢字データターブルのよ

うにTabulatorを使用する手もあるが , ユーザーの端末に過剰な負担をかける恐

れがある。できるだけ避けたい。語彙検索のより良い実現法を考慮するのも ,

これから課題である。 

 

図4.8 ベトナム語語彙検索関数 viet_voc()  



 31 

 

4.9 これからの課題 

最後に今までで，解決できなかった技術問題をまとめる。 

1. safari ブラウザーへの対応(iOS safariの全自動音声再生 ,iMac ・ iOS 

safari のFull Screen APIへの対応 ) 。 

2. JavaScript CORS 問題への対応。この問題が解決できたら , システム

の完全オフライン化が期待できる。 

3. 語彙検索モデルの再構築。ユーザーのデバイスに過剰な負担をかけな

いことを前提とし , 機能が拡張できる新しいやり方での構築。 

4. 漢字データベース及びサブ語彙データベースの完成度を上げること。 
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第5章 学 習 教 材 と し て の デ ー タ ベ ー ス  

                利 用 の 検 証 

 まずは付録 1 に示したようなデータベースの使い方を修得してもらう。次に，

付録 2 を参考にして歴史的仮名遣いをマスターしてもらう。そのうえで，この

章では，我々が作成したデータベースを利用して，実際にどのように漢字語彙

を増やしていくのかを示したい[22]。 

 

5.1 韓国語漢字語彙 

 まずは，韓国語の漢字語彙を示す。 

調べたい漢字の行を選択して、左端の“韓国語・漢字語彙 B”[2] をクリック

する 

 

図 5.1.1 操作画面 1  

 

選択した漢字を使った語彙が表示される 

（”의미：意味”の列での表示は，日本の漢字語をハングルに直したものが使

われていない場合） 

 

図 5.1.2 操作画面 2  
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カスタム検索で、検索フィールド 1 ＞“ハングル”  ＋  “ = ”  ＋  “중”

で検索した場合 

 

 

図 5.1.3 操作画面 3  

ハングルで“중”と書く漢字が表示される 

たとえば，以下のようなブログを記事を読んで語彙を増やしたいとする。 

［参照： http://honyakuka.jugem.jp/?pid=1 （韓国語通訳の大北章二さんのブ

ログ・2011.01.29） [23] の記事をもとに「語末のㅇ[ng]」を調べる 

 

             図 5.1.4 韓国語通訳の大北章二さんのブログ 1  

 

ハングル・語末の  “ K-ONG ”  で検索すると 

 

 

http://honyakuka.jugem.jp/?pid=1
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図 5.1.5 操作画面 4  

 

“空”の「ハングル」表示の一致が確認でき，日本語で“コウ”と読む漢字

は韓国語では“kong”になりやすいという記事の内容が検証できた。 

また，データベースでは他の漢字の各言語における読みを比較することがで

き、同じ読み方をする他の漢字を同時に確認，また他国での読みの変化などの

共通性を読みとることもできる。 

 

図 5.1.6 韓国語通訳の大北章二さんのブログ 2  

“격”＝“kyuk”を調べるため，ハングル・語末の “K-YEOK” で検索した

場合（検索後に「ハングル▲」をクリックしてソート） 
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                         図 4.1.7 操作画面 5  

 

“格”・“撃”・“激”の「ハングル」表示の一致が確認でき、記事の内容が

検証できた。 

 

 

図 5.1.8 韓国語通訳の大北章二さんのブログ 3  

 

カスタム検索で、検索フィールド 1 ＞“漢音 1 ”  ＋  “ = ”  ＋  “テイ”

で検索 
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                       図 5.1.9 操作画面 6  

 

（検索後に「声調▲」をクリックしてソート） 

 

                     図5.1.10 操作画面 7  

            図 5.1.11 韓国語通訳の大北章二さんのブログ 4  
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この場合、日本語漢字（漢音≒音読み）が同じ２つの漢字が、ハングルおよび

中国・ベトナム語の読みでも一致していることが分かる。 

 

図5.1.12 操作画面 8  

 

ハングル・語末（語尾）の “K-YEONG” で検索 

図5.1.13 操作画面 9  

記事のとおり、ハングル表記  “영”  での一致が確認できる。 

 図5.1.14 韓国語通訳の大北章二さんのブログ 5  
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           図5.1.15 操作画面10 

 

カスタム検索で、検索フィールド 1 ＞“呉音1” ＋  “=” ＋  “ コム”で検

索 

図5.1.16 操作画面11 

 

記事の検証が完了 

（「呉音」の“コム”は、発音が現在では「コン」になっているものである。） 

 



 39 

ハングル・語頭の  “K B-” で検索 

図 5.1.17 韓国語通訳の大北章二さんのブログ 6  

 

 図5.1.18 操作画面12 

 

   図5.1.19 操作画面13 
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検索結果より、“병”との対応が検証できる。 

 

5.2  中国語漢字語彙  

中国語の場合を示す。中国は発音として存在しうるすべてのピンインを３つ

の画面に分類して操作するようにしている。ピンイン・介音なし，ピンイン・

介音 i/ü ，ピンイン・介音 u の３画面である。 たとえば，ピンイン・介音

i/ü を選択して，qingを調べてみよう。まずは QING ボタンを選択して，

SEARCHボタンを押す。すると一覧が表示される。そうすると，日本語の呉音

や漢音の表示をみれば，カ行またはサ行の音であることがわかる。韓国語，広

東語，ベトナム語などを比較して中国語の発音を理解することが可能である。 

たとえば，「青」選んで，右側の発音メニューをクリックするとそれぞれの

言語の発音を再生することができる。また，右メニューの「中国語語彙」をク

リックするとHSK頻出単語が表示される。 

江見准教授によると，京都情報大学院の10年前ぐらいの学生がこのデータベ

ースを用いて，日本語から中国語の漢字音をスムーズに学習することができた

と聞いている。ところが中国人である筆者（陳）が日本語を学習する上におい

ては，およそ想像がつく結果であるので，とても役立つというレベルではない。

今後検証したいのは韓国人やベトナム人が中国語を学習するときにどの程度役

立つかである。 

 

 

 

 
図 4.2.1 操作画面14 
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図 4.2.2 操作画面15 

 

 

 

 

図 4.2.3 操作画面16 
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図 4.2.4 操作画面17 

 

 

図 4.2.5 操作画面18 

 

5.3  ベトナム語漢字 

同様にベトナム語の場合は，日本語漢字語彙を単純にベトナム語読みしたも

のを表示している。そしてベトナム語の意味も併記している。これは漢越語の

対応が日本語，中国語，韓国語などについて研究途上であり，まだ不明な部分

が多いからである。それでもベトナム人が日本語漢字を学習するには耐えうる

ものになっていそうである。 

 

     図 4.3.1 操作画面19 
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                         図 4.3.2 操作画面20 

 

漢字語と日本語を勉強するために，漢越語を知る必要があると考えられる。

例えば“風各”という中国語の言葉であり , 漢越語に翻訳すれば“風”は

“ Phong ”又“各”は“ Cách ” , この二つの字を組み合わせたら、“Phong 

Cách ”という熟語が出来上がる。ベトナム人なら意味が分かるはずである。 
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それから“注意”という漢字であり，漢越語に翻訳すれば“注”は“ Chú”

又 “意”は“ ý ” , この二つの字を組み合わせると, “ Chú ý ”という熟語

が出来上がる。この語の意味は全く同じである。 

もちろん，上の“２．漢越語構成”をみると他の分類があるが，やはり日本

語や漢字語と中国語などを勉強すると共にベトナム人が漢越語を学ぶのが，漢

字を一番早く学ぶ方法ではないかと期待している。そうなれば，漢越語 - 日本

語の漢字語データベースを使った漢越語―日本語の漢字語学習システムは，大

変意味があるだろうと考える。 

一方で日本人や中国人に対しては，この日本語－漢越語学習システムが役立

たない場合が考えられる。なぜなら現在ベトナム語は漢字語を使っていないの

で，漢越語を学習して，そのままの言葉を使うとベトナム人にとって変な意味

や分からない言葉となるものも多いからである。 

 

5.4  使用したときの感想 

5.4.1  中国語学習 

  日本人（京都情報大学生）が使用した場合，日本語から中国語漢字音がよ

く分かり，大変効果的で HSK ３級にも合格した。 

韓国人，ベトナム人が使いやすくするのはこれからの課題。 

 

5.4.2  韓国語学習 

 Ksp 理数学院/Kspコリア学院  代表者の鍵本聡先生：「大変興味深い。学習

に役立つでしょう。」 

日本人学生には，韓国語漢字語のカタカナ表記はリエゾンがわかり役立つ。 

中国人留学生は，ハングル文字の謎が解けて，韓国語への敷居がさがった。 

ベトナム人は，韓国語の漢字音がベトナム語と似ていることが分かった。 

 

5.4.3  ベトナム語学習 

 ベトナムの漢越語の分類が不充分のため，ベトナム語を学習するには不充分

である。（現状ではベトナム語の漢字語の研究成果が充分に存在しないため） 

日本人と中国人にとっては，ベトナム語の敷居がさがった。 

 

5.4.4  日本語学習 

 中国人留学生にとっては，日本語漢字音は中国語からおよそ推定できるので

それほど役立つかどうかはわからない。 

韓国人は，日本語との語彙の共通性がよく分かった。 

ベトナム人は，日本語の漢字音がベトナム語と似ていることがよくわかり、

学習の補助になる。 
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第 6 章 お わ り に 

 この度，修士プロジェクト報告書のテーマとして，日中韓越漢字システムの

データベースの作成を行いつつ，もう一つのテーマとして，漢字音・漢字語に

ついての研究に取り組んだ。外国人にとって日本語を学習するのは難しいこと

で，ベトナム人留学生がベトナムには漢越語が残っているので，その発音から

漢字語が学習しやすいと考え，同様のことを中国語・韓国語でも実施できるシ

ステムとして完成させることができた。システムにはまだまだ改善点が考えら

れるため，さらに実用的なものにしていきたいと思っているので，今後も努力

を継続していきたいと思う。 

 

6.1  技術的な側面からのまとめ 

 まずは技術的な側面から達成できた事は以下の通りである。 

・漢字語のデータベース作成 

・各言語の語彙データベース 

・各列での条件検索による表示 

・韓国語の語頭語末類似発音でのフィルタリング 

・各言語での音声再生機能の実装 

・音声再生機能以外のローカル化 

・Safari以外のブラウザーのマルチディバス対応 

 

 まずは技術的な側面から達成できなかった事は以下の通りである。 

・漢字語データベースはまだ完全なものではない 

・ベトナム語の語彙データベース 

・ベトナム語の類似発音におけるフィルタリング 

・音声再生機能のローカル化 

・safariブラウザーへの対応 

・各言語の多音字への完全対応 

 

6.2  今後の改良方針 

 今後の改良方針を以下のようにまとめたい。 

(a) ユーザーのフィードバックによるフィードバックによる改善 

 この件は，いろいろな民族の利用を考えてユーザーのフィードバックを行い

たい。 

(b) データベースの完成度 

 ベトナム人が日本語を学ぶことはほぼ可能であろう。しかし，漢越語の分類

が不充分なため，ベトナム語を学習することは難しい状態である。 

 あと，語彙のデータベースは日本語と韓国語の類似度が高いことがわかった

ので，そこを中心に中国語とベトナム語（漢越語）へ拡張するのがいいという

目処は立っている。 
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(c) ユーザーインターフェースや使い勝手 

 この件は当面の課題としておきたい。safariブラウザーへの対応 

も当面の課題としたい。 

 

(d) 各言語の多音字への完全対応 

 これは多：多のデータベースをつくることになるので，たいへん，難しいか

だいである。これを達成するには，Indexed DBでフロントエンドデータベース

を作り直す必要があり，作業量は非常に膨大となることが予想される。 

 現状では以下のように日本語漢字でも多：多の関係が発生しているが，これ

を音まで行うのはかなり難しい。 

 

 

 

(e) ベトナム語の音声類似性に関する研究 

 実際，ベトナム漢字音や漢越語に関する研究成果は十分ではないので，これ

おを生かした学習教材を作るのは現状では難しい状態である。今後の研究成果

に期待したい。 

 

(f) オープンソース化 

オープンソース化により、各地にある研究者及び学習者お互い協力しながらシ

ステムを改善する。 
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(g)JavaScript CORS問題への対応して発音がどこでも再生できるようにする 

 このプロジェクトではサーバー技術の分からない方にもデータベースを配布

することにこだわったので，クライアント技術のみを使用した。ウェブサーバ

に本システムを置いた場合は，発音を再生できるが，本システムをクライアン

ト端末で実行した場合は，データ検索はできても JavaScript CORS 問題が原因

で発音の再生ができない。これは今後の課題である。 
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付 録 1  漢 字 デ ー タ ベ ー ス の 使 い 方 

 この章では，我々が作成したデータベースを利用して，実際にどのように漢

字語彙を増やしていくのかを示したい。 

（日中韓越漢字語の音韻的類似性を研究・学習するウェブシステム） 

 

1 韓国語漢字語彙 

まずは，韓国語の漢字語彙の表示を示す。 

調べたい漢字の行を選択して，左端の“韓国語・漢字語彙 B”をクリックする 

 

図 4.1.1 操作画面 1  

 

 

選択した漢字を使った語彙が表示される 

（”의미：意味”の列での表示は，日本の漢字語をハングルに直したものが使

われていない場合） 

 
図 4.1.2 操作画面 2  

 

カスタム検索で，検索フィールド 1 “ハングル”  ＋  “=” ＋  “명”で検

索 (SEARCH をクリック） [ ハングルの入力には，主に IME 韓国語およびソフト
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ウェアキーボードを使用，またはウェブの表示・翻訳などからコピー＆ペース

トを利用 ]  

 
図 4.1.3 操作画面 3  

 

ハングルで“명”と書く漢字が表示される。 

 

図 4.1.3 操作画面 4  

 

再度，調べたい漢字の行を選択して，左端の“韓国語・漢字語彙 B” をクリッ

クする。 

 このように，漢字語彙の表示を繰り返すことによって漢字語彙を増やしてい

くことが可能である。このシステムを使用する利点としては，発音のつながり

に加え、漢字の繋がりからも語彙を学習できる点にあると考える。 
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2 中国語漢字語彙 

中国語の漢字語彙の表示を示す。 

調べたい漢字の行を選択して，左端の“中国語・漢字語彙”をクリックする 

 

図4.1.5 操作画面 5  

 

選択した漢字を使った語彙が表示される 

 

図4.1.6 操作画面 6  

 

再度，調べたい漢字の行を選択して，左端の“中国語・漢字語彙”をクリック

する。単語の意味を参照する場合はウェブ辞書を使用する。 (”Weblio” をク

リック )  
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カスタム検索で，検索フィールド 1 “ピンイン”  ＋  “=” ＋  “fa” で検

索 (SEARCH をクリック） 

 

図 4.1.7 操作画面 7  

 

ピンインで“ fa”の漢字が表示される。 

 

図 4.1.8 操作画面 8  

 

再度，調べたい漢字の行を選択して，左端の“中国語・漢字語彙”をクリック

する。 

同様に，漢字語彙の表示を繰り返すことによって漢字語彙を増やす。 
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3 越南語漢字語彙 

越南語の漢字語彙の表示を示す。 

調べたい漢字の行を選択して，左端の“越南語・漢字語彙”をクリックする 

 

図4.1.9 操作画面 9  

 

選択した漢字を使った語彙が表示される 

 

 

図 4.1.10 操作画面10 

 

 

 

 



 55 

 今回、特に一番下の“魔法”の「越南語意味」の “ ma thuật” に着目する。 

 “ ma thuật” の “ma” は“魔法”の“魔”に対応すると考えられるが、 

“ thuật” に対応する漢字を調べることにする。 

 この場合、画面から “thuật” を選択し，コピーする。次に，カスタム検索

で，検索フィールド 1“ 越南 ” ＋ “Like” ＋  “thuật”( 検索内容 1 に

“thuật” を貼り付ける ) で検索する (SEARCH をクリック） 

 

図 4.1.11 操作画面11 

 

 今回，検索の演算子に“Like”を使うのは，越南後のアルファベット表記に

は発音記号が使われているため， “ = ” では検索条件が完全一致になってし

まい，期待した結果が表示されないためである。 

 

 

図 4.1.12 操作画面12 
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検索結果の漢字を見てみると，“術”および“述”が表示され “thuật” の

表記は“術”に対応し，“ma thuật”の表記は日本語の“魔術”に対応し，越

南語では“魔法”ことを“魔術”と表現していることが推測できる。 

このように，越南語は漢字に対応していることが多いので，検索によって漢

字を調べて，理解を深めることに役立つと考える。越南語でも再度，調べたい

漢字の行を選択して，左端の“越南語・漢字語彙”をクリックする。 

同様に彙の表示を繰り返すことによって漢字を増やす。 

 

なお，音声的な類似度をつかいはじめにチェックするような事例集もつくった

ので掲載する。 

 

韓国語 

 

 

ベトナム語 
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付 録 2  歴 的 仮 名 遣 い 

 以下において，現代＝現代かなづかい・字音＝字音仮名遣（歴史的仮名遣い

あるいは旧仮名遣い） とする。 

表 1 ．歴史的仮名遣い表 

 
［出典：旧かな入門 (シリーズ日本人の手習い ) 」，柏書房2001，pp.1-251］ 

現代 字音 現代 字音 現代 字音 現代 字音 現代 字音

イ い カ か ゴウ がう ジョク じょく ヒュウ ひう

ゐ くゎ がふ ぢょく ビュウ びう

イキ いき ガ が ぐゎう ジン じん ヒュウ ひょう

ゐき ぐゎ ごふ ぢん ビュウ ひゃう

イク いく カイ かい ジ じ ズ ず ヒョウ へう

ゐく くゎい ぢ づ ビョウ びゃう

イチ いち ガイ がい ジキ じき ズイ ずい べう

イツ いつ ぐゎい ぢき ズウ づう ホウ ほう

イン いん カク かく ジク じく ソウ そう はう

ゐん くゎく ぢく さう はふ

エ え ガク がく ジツ じつ さふ ほふ

ゑ カチ かち ぢつ ゾウ ぞう ボウ ぼう

エイ えい カツ かつ ジャ じゃ ざう ばう

ゑい くゎつ ジャク じゃく ざふ ぼふ

エキ えき ガツ がつ ぢゃく チュウ ちゅう ミョウ みゃう

エチ ゑち ぐゎつ ジュ じゅ ちう めう

エツ えつ カン かん シュウ しゅう チョウ ちょう モウ もう

ゑつ くゎん しう ちゃう まう

エン えん ガン がん しふ てう ユウ ゆう

ゑん ぐゎん ジュウ じゅう てふ いう

キュウ きゅう じう トウ とう いふ

きう じふ たう ヨウ よう

オ お きふ ぢゅう たふ えう

を ギュウ ぎう ジュク じゅく ドウ どう えふ

オウ おう キョウ きょう ジュツ じゅつ だう やう

あう きゃう ぢゅつ ニュウ にゅう リュウ りゅう

あふ けう ジュン じゅん にう りう

おふ けふ ジョ じょ にふ りふ

わう ギョウ ぎょう ぢょ ニョウ にょう リョウ りょう

をう ぎゃう ショウ しょう ねう りゃう

オク おく げう しゃう ノウ のう れう

をく げふ せう なう れふ

オチ をち コウ こう せふ なふ ロウ ろう

オツ おつ かう ジョウ じょう らう

をつ かふ じゃう らふ

オン おん くゎう ぜう

をん こふ ぢゃう

でう

でふ



 58 

付 録 3  ベ ト ナ ム 語 の 歴 史 の 概 要 

 

ベトナム語の漢字語を理解するために，ベトナム語の歴史をまとめておく。 

 

1 ，  ベトナム語形成歴史段階 

 Vuong loc （1995）によると，ベトナム語形成歴史がこの下通りに分けられ

る:  

A) プロト(Proto) ベトムオン語  10 世紀以前 

B) プレ ベトムオン語 (Pré Viet-Muong)10世紀以前 

C) 10 世紀： 漢越語の形成時期 

D) 古代ベトナム語15世紀 

E) 中世ベトナム語17世紀 

F) 現代ベトナム語 19 世紀 

 

表 ベトナム語の形成時期 

  

A) プロト (Proto) ベト

ムオン語  10 世紀以

前 

ベトムン語 紀元前か

ら８世紀

まで 

B) プレ ベトムオン語 

10世紀以前 (Pré 

Viet-Muong) 

2 つの言語: 漢語とベトナム語 

文章：漢字で書く 

8 世紀 9

世紀ぐら

い 

C) 漢越語の形成時期 

(Viet-Muong commun) 

2 つの言語: 漢語とベトナム語 

１つ文章 : 漢字で書く。 

漢字から改善し、一部のベトナム人がハ

ンノム字を生み出したが、文章にはまだ

出てこなかった。 

10世紀か

ら12世紀

まで 

D) 古代ベトナム語

(Viet ancien)  

2 つの言語: 漢語とベトナム語 

2 つ文章 : 漢字で書くまたはハンノム字

(Han-Nom) 

13世紀か

ら15世紀

まで 

E)  中世ベトナム語

(Viet moye)  

2 つの言語: 漢語とベトナム語 

3 つの文章 : 漢字、ハンノム字(Han-

Nom)  , 国語 ( 現代使われている国語

- ロマー字 )  

17世紀か

ら19世紀

間 

F)  近代ベトナム語 2 つの言語 : フランス語とベトナム語 

文言の漢語 

4 つの文章 : フランス語 , 漢字 , ハンノ

ム字(Han-Nom)、国語 

フランス

の植民地

時期 

G) 現代ベトナム語 １つ言語; ベトナム語 

1 つ文章 :  国語 

1945年以

降 



 59 

Nguyễn Tài Cẩn(1998) によると, 様々な異なる言語や文章などが互いに交わり，

影響しているので，ベトナム語の形成時期が下図の通りに分かれている :  

 

 

図  Autroasiatic 語族 

 

1 ．プロト(Proto) ベトムオン語  10 世紀以前 

 ベトナム語起源 Autroasiatic 語族に属する（ Autroasiatic Languages ）の時期

は現代のベトナム語とベトムオンに属する現代の各言語が一緒に共通語に１つ

のグループになっており、東モンクメール言語グループから分離して、他の言

語が属するモンクメールグループ言語と別の歴史を持っていたようになると考

えられている。 

 ベトナム語の歴史における発展の第一段階と見なすことができる。すなわち、

それは最初のベトムン族の共通言語であり、プロト(Proto) ベトムオンという

ものである。言い換えれば、プロト(Proto) ベトムオン語時代は南アジア言語

族の一つとしてベトナム語の歴史が始まる。 
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2 ．プレベトムオン語 (Pré Viet-Muong)10世紀以前 

 この時代は漢語と近接する影響でプレベトムン語が多様化して , 成長してい

く。文章は漢字で書いていた。 

 

3 ．漢越語の形成時期―ベトムオンコンムン語 (Viet-Muong commun)  

 この時代にはベトナムが独立国になっていて，ベトムオンコンムン語は標準

になっていたが，教育や文学などにとって漢語はまだ重要な役割をしていた。

文章は漢字で書いていた。 

 それから一部愛国心が強いベトナム人が漢字から改善し，ハンノム字という

新しい字を創造しいていた。残念ながら，文章にはハンノム字がまだ出てこな

かった。 

 

4 ．古代ベトナム語 (Viet ancien)  

 この時代はベトムオン語が分化していて，ベトナム語 (Viet 語 ) とムオン語

(Muong 語 ) に分かれていた。 

 元々昔から現代にかけて，ベトナムは54民族たちが一緒に暮らしてきた。各

民族たちが様々な言語を使用するという原因であり、ベトナム語が豊かな言語

になってきたと言う訳です。その為，ムオン語 ( ムオンと言う民族がベトナム

に居る ) は最も近い言語と言われている。 

 この時代は始めて、ハンノム字がどんどん漢字の代わりに交代していく。例

えば Quốc Âm Thi Tập ( 国音詩集 ) と言う本が書かれている。筆者はNguyễn 

Trãi ( 阮廌 ) という国民的英雄  - 世界の有名人である。 

 

5 ．中世ベトナム語 (Viet moye)  

 この時代からベトナム語とムオン語がしっかり分離していく。漢語以外でヨ

ーロッパ言語に近接するために，1651年 A. de Rhodes のAnnam-Lusitan-Latin

という辞書が始めて出版された。おかげで国語（標準語）が出来てきた。 

 

6 ．近代ベトナム語 

 この時代からベトナムはフランスの植民地になっていたため，その時期ベト

ナム全国では漢語の代わりにフランス語とベトナム語を使っていた。文章には

また４つの文字タイプが書かれていた : 漢字，フランス，国語（標準語），ハ

ンノム。 

 

7 ．現代のベトナム語 

 1945からベトナム社会主義共和国が成立した。国語（標準語）として発展し

ていく。 

 

 


